
き
な
が
ら
、
専
門
的
な
指
導
を
受

け
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
固
定
の
障
害
学
級
に
お

い
て
は
、
障
害
の
あ
る
児
童
・
生

徒
が
一
定
の
集
団
を
形
成
し
て
社

会
性
を
は
ぐ
く
み
、
安
定
し
た
人

間
関
係
の
な
か
で
成
長
す
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
な
ど
の
成
果
を
あ

げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

特
別
支
援
教
室
（
仮
称
）
に
変
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
成
果
が
期
待
で
き
る
の
か
、

通
常
の
学
級
に
障
害
の
あ
る
児

童
・
生
徒
を
在
籍
さ
せ
た
場
合
、

通
常
学
級
自
体
に
混
乱
を
来
す
の

で
は
な
い
か
、
教
員
の
配
置
や
教

育
設
備
な
ど
で
従
来
の
障
害
学
級

と
同
様
の
教
育
環
境
が
確
保
さ
れ

る
か
な
ど
、
当
事
者
の
不
安
が
大

き
い
こ
と
か
ら
十
分
な
配
慮
が
望

ま
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
た
に
対
象
と
な
る

Ｌ
Ｄ
な
ど
の
児
童
・
生
徒
の
た
め

に
教
室
の
新
設
・
人
員
・
予
算
の

確
保
、
通
常
学
級
へ
の
副
担
任
配

置
、
１
ク
ラ
ス
の
児
童
・
生
徒
数

削
減
な
ど
の
検
討
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

中
野
区
で
は
障
害
の
あ
る
す
べ

て
の
人
に
教
育
・
学
習
の
場
を
保

障
す
る
こ
と
を
理
念
と
し
、
学
校

教
育
に
お
い
て
も
、
人
権
尊
重
教

育
の
視
点
に
立
ち
、
障
害
の
あ
る

幼
児
・
児
童
・
生
徒
へ
の
理
解
を

深
め
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
適

切
な
指
導
を
進
め
、
共
に
生
き
る

力
と
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

よ
っ
て
中
野
区
議
会
は
、
東
京

都
心
身
障
害
教
育
改
善
検
討
委
員

会
が
最
終
報
告
を
出
す
に
当
た
り
、

通
常
学
級
・
障
害
学
級
・
通
級
学

級
の
学
校
長
や
担
任
、
保
護
者
な

ど
の
意
見
・
要
望
を
尊
重
す
る
と

と
も
に
、
十
分
な
検
討
を
行
う
こ

と
を
求
め
ま
す
。

〈
東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
長
あ

て
〉性

同
一
性
障
害
を
抱
え
る

人
々
が
普
通
に
暮
ら
せ
る
社

会
環
境
の
整
備
を
求
め
る
意

見
書

性
同
一
性
障
害
は
、
世
界
保
健

機
関
も
認
め
る
医
療
疾
患
で
、
わ

が
国
で
は
、
平
成
９
年
（
１
９
９

７
年
）
に
日
本
精
神
神
経
学
会
に

よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
定
め
ら
れ
、

外
科
的
治
療
の
性
別
適
合
手
術
が

合
法
的
に
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
年
に
は
、
初
め
て
の
正

当
な
医
療
行
為
と
し
て
の
手
術
が

埼
玉
医
科
大
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
専
門
医
は
限
ら
れ
、
保

険
適
用
も
な
く
、
経
済
的
に
も
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
手

術
の
施
行
例
も
わ
ず
か
で
す
。

性
同
一
性
障
害
を
抱
え
る
人
々

は
、
性
別
を
意
識
す
る
頃
か
ら
自

身
の
性
別
に
違
和
感
を
持
つ
人
も

お
り
、成
長
過
程
の
中
で
、学
校
・

家
庭
・
社
会
等
に
お
い
て
様
々
な

苦
痛
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
戸

籍
と
異
な
る
性
で
生
活
を
し
て
い

る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
提
出
が

で
き
ず
、
就
労
・
入
居
に
困
難
を

き
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選
挙

や
各
種
申
請
に
お
け
る
本
人
確
認
、

健
康
保
険
証
を
使
用
し
て
の
受
診

な
ど
性
別
記
載
の
あ
る
公
文
書
を

提
出
す
る
際
、
数
々
の
問
題
が
生

じ
て
き
ま
す
。
男
女
別
の
ト
イ
レ

の
利
用
、
制
服
の
着
用
と
い
っ
た

日
常
的
な
問
題
か
ら
、
性
同
一
性

障
害
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
た

め
解
雇
さ
れ
た
な
ど
、
身
体
的
・

精
神
的
・
経
済
的
な
困
難
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

本
年
７
月
、国
会
に
お
い
て「
性

同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い

の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
が
全
会

一
致
で
成
立
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
内
容
は
ま
だ
十
分
で
は
な
く
、

更
な
る
対
応
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

戸
籍
上
の
性
別
変
更
の
可
否
に
か

か
わ
ら
ず
、
戸
籍
と
異
な
る
性
で

普
通
に
生
き
る
こ
と
が
出
来
な
い

性
同
一
性
障
害
者
の
た
め
に
、
早

急
に
社
会
環
境
の
整
備
を
求
め
る

も
の
で
す
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、
以

下
の
事
項
を
政
府
に
要
請
し
ま
す
。

１

「
性
同
一
性
障
害
者
の
性
別

の
取
扱
い
の
特
例
に
関
す
る
法

律
」
施
行
３
年
後
の
再
検
討
時

に
は
、
要
件
の
緩
和
を
図
る
こ

と
２

公
文
書
で
の
性
別
記
載
は
可

能
な
限
り
削
除
す
る
こ
と

３

就
職
、
不
当
解
雇
、
職
場
差

別
な
ど
の
禁
止

４

治
療
の
保
険
適
用
・
医
療
機

関
の
拡
充
な
ど
医
療
面
で
の
国

の
支
援

５

教
育
、
医
療
関
係
従
事
者
な

ど
、
性
同
一
性
障
害
に
関
わ
る

専
門
職
の
人
々
へ
の
研
修

６

セ
ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
を
含
む
性
教
育
の
充
実
及
び

教
育
現
場
で
の
理
解

７

社
会
に
対
す
る
啓
発
・
情
報

提
供
・
相
談
機
関
の
確
保

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て
〉

携
帯
電
話
の
利
便
性
の
向
上

と
料
金
引
き
下
げ
を
求
め
る

意
見
書

携
帯
電
話
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
含
む
）

の
加
入
台
数
は
、
今
年
３
月
に
８

千
万
台
を
超
え
、
国
民
の
７
割
以

上
が
携
帯
電
話
を
持
っ
て
お
り
、

今
や
国
民
に
と
っ
て
携
帯
電
話
は
、

日
々
の
生
活
の
中
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。

特
に
２０
代
の
若
者
の
所
有
率
は
、

９
割
近
く
に
も
上
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
爆
発
的
に
普
及
し
て
き

た
一
方
で
、
携
帯
電
話
会
社
の
サ

ー
ビ
ス
に
対
し
、
不
満
を
感
じ
て

い
る
国
民
も
多
く
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
に
、
携
帯
電
話
の
会
社
を
変

更
す
る
と
「
携
帯
電
話
番
号
」
ま

で
変
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
他
の

会
社
に
変
更
し
た
く
て
も
、
事
実

上
で
き
な
い
と
い
う
利
用
者
の
声

が
あ
り
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
イ
ギ
リ
ス
、

ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
諸
外
国

で
は
、
利
用
者
へ
の
「
サ
ー
ビ
ス

重
視
」
の
観
点
か
ら
、
携
帯
電
話

番
号
を
変
え
ず
に
契
約
会
社
を
変

更
で
き
る
「
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ

ィ
ー
（
番
号
持
ち
運
び
制
度
）」

の
導
入
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
も
こ
の
「
番
号
ポ
ー
タ

ビ
リ
テ
ィ
ー
」
が
実
現
す
れ
ば
、

利
用
者
が
事
業
者
を
変
更
し
や
す

く
な
る
た
め
「
事
業
者
間
の
競
争

促
進
」
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し

て
、
利
用
者
へ
の
利
便
性
の
向
上

や
料
金
の
引
き
下
げ
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
高
い
と
の
指
摘
も
あ
り

ま
す
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、
政

府
に
対
し
て
「
携
帯
電
話
の
さ
ら

な
る
利
便
性
の
向
上
と
料
金
の
引

き
下
げ
」
の
観
点
か
ら
、
下
記
の

事
項
の
早
期
実
現
を
強
く
要
望
い

た
し
ま
す
。

記

１

契
約
先
の
携
帯
電
話
会
社
を

変
更
し
て
も
、
従
来
の
番
号
を

利
用
で
き
る
「
番
号
ポ
ー
タ
ビ

リ
テ
ィ
ー
（
番
号
持
ち
運
び
制

度
）」を
導
入
す
る
こ
と
。
そ
の

際
、
事
業
者
に
対
す
る
税
制
上

の
支
援
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。

２

「
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」

が
導
入
さ
れ
る
ま
で
の
当
面
の

措
置
と
し
て
、
携
帯
電
話
会
社

を
変
更
し
た
場
合
で
も
、
契
約

変
更
先
の
携
帯
電
話
番
号
を
通

知
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
早
期
導
入

す
る
こ
と
。

３

携
帯
電
話
の
通
話
料
金
を
さ

ら
に
引
き
下
げ
る
こ
と
。

４

迷
惑
メ
ー
ル
の
防
止
策
を
講

じ
る
こ
と
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総

務
大
臣
あ
て
〉

小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す

る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
減
免
措
置
及
び
小
規
模

住
宅
用
地
に
対
す
る
都
市
計

画
税
の
軽
減
措
置
を
平
成
１６

年
度
以
降
も
継
続
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

長
引
く
不
況
は
、
戦
後
最
悪
と

伝
え
ら
れ
る
失
業
率
の
上
昇
、
個

人
消
費
や
設
備
投
資
の
低
迷
な
ど

を
も
た
ら
し
、
家
計
も
企
業
も
将

来
へ
の
不
安
か
ら
萎
縮
し
、
強
い

閉
塞
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

ぜ
い
じ
ゃ
く

の
中
で
、
経
営
基
盤
の
脆
弱
な
中

小
の
零
細
企
業
者
は
、
事
業
を
継

続
し
生
活
を
守
る
た
め
、
日
夜
経

営
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
消
費
の
低
迷
に
伴
う
売
上
げ

の
減
退
等
に
よ
り
廃
業
の
止
む
な

き
に
至
る
こ
と
も
多
く
、
地
域
社

会
に
と
っ
て
も
、
商
店
街
の
空
洞

化
を
も
た
ら
す
な
ど
、
暗
い
影
を

落
と
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
環
境
下
に
お
か
れ
た
中

小
零
細
企
業
者
に
と
っ
て
、
東
京

都
が
２３
区
内
に
お
い
て
実
施
し
て

い
る
、
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対

す
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
税
額
の
２
割
を
減
免
す
る
措
置

及
び
、
小
規
模
住
宅
用
地
に
か
か

る
都
市
計
画
税
を
２
分
の
１
に
軽

減
す
る
措
置
は
、
事
業
の
継
続
や

経
営
内
容
の
健
全
化
へ
の
大
き
な

力
添
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
減
免
及
び
軽
減
措
置
を
廃
止

す
る
と
、
一
般
家
庭
や
小
規
模
企

業
者
に
与
え
る
経
済
的
、
心
理
的

影
響
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
景
気

や
地
域
社
会
に
与
え
る
影
響
が
強

く
危
惧
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、
小

規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措

置
及
び
、
小
規
模
住
宅
用
地
に
対

す
る
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
を

平
成
１６
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
ま
す
。

〈
東
京
都
知
事
あ
て
〉

公 明：公 明 党 議 員 団、 自・民：自由民主党・民社クラブ
共 産：日本共産党議員団、 Ｔ自民：ＴＯＫＹＯ自民党中野区議団
民主ク：民主クラブ、 無所属：無所属の会、 市 民：市民自治

意見の分かれた案件（第３回定例会）
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×

公

明
�

○

○
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○

×
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会派名
（議員数）

件 名

中野区事務手数料条例の一部を改正する条例

平成１４年度中野区一般会計歳入歳出決算の認定について

平成１４年度中野区国民健康保険事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

平成１５年度中野区一般会計補正予算（第１次）

（１５）第２７号陳情 消費税「改正」実施をやめさせ、消費
税大増税に反対することを求める意見
書を提出することについて

（１５）第２８号陳情 浜岡原発震災を未然に防ぐことに関す
る意見書を提出することについて

（１５）第２９号陳情 浜岡原発震災を未然に防ぐことに関す
る意見書を提出することについて

（１５）第３０号陳情 戦闘状態の続くイラクへの自衛隊派遣
を見合わせることを求める意見書を提
出することについて

（１５）第３３号陳情 戦争協力拒否の議会決議について

平成15年（2003年）11月23日 （8）第188号




